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京都画廊連合会ニュース

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ⁵⁄₁
水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金

京都府
京都文化博物館
中京区高倉通三条上ル

222 0888

京 都 学 ・ 歴 彩 館
左京区下鴨半木 　723 4831

2F

3F

4F

5F

6F

別館

江戸のスーパースターから明治の京都画壇へ
　京都の近代美術の歴史を俯瞰するために、本展では 
京都画壇の源流となった円山応挙の写生や与謝蕪村の文
人画の時代にまで遡り、京都における江戸美術の精華を紹介する。狩野派から派生した異端の画
家、伊藤若冲や曾我蕭白をはじめ、日本を代表する文人画家の与謝蕪村や池大雅、新登場した写
生画の円山派の始祖・円山応挙、蕪村と応挙に学んだ四条派の始祖・呉春、そして応門十哲の個
性派である長沢蘆雪といった画家たちが活躍していた。
　明治の初頭、塩川文麟、森寛斎、田能村直入、岸竹堂、幸野楳嶺、久保田米僊、富岡鉄斎、 

鈴木松年ら京都画壇の祖を築いた画家がキラ星のごとく現れ、竹内栖鳳、橋本関
雪、山本春挙、都路華香、上村松園、菊池契月らへとトーチが受け継がれていく。

　一方、洋画壇においては東の高橋由一と肩を並べ
る黎明期の洋画家・田村宗立とヨーロッパ留学から
帰国したばかりの浅井忠が中心となって、伊藤快
彦や鹿子木孟郎、桜井忠剛らが主導した関西美術院
の活動がある。梅原龍三郎、安井曾太郎、澤部精五
郎、田中善之助らが輩出した。一方、日本に点描技
法による新感覚の油彩をもたらした太田喜二郎も忘れてはならない。
　工芸の分野においては、初代清水六兵衛、高橋道八、奥田穎川、青木木米
らから脈々と受け継がれる京都における伝

統の技の作例を披露することで、幕末から明治にかけ 
て激動する社会状況のなかで、新しい時代を迎えた 
京都の美術・工芸の発展を「江戸から明治へ」と連続
的に回顧していく。現在では忘れられている幕末・明
治の画家や工芸家たちの苦闘から文展の開設以降、京
都の近代美術を築いていった代表作家たちの飛躍の様
相が、前期・後期と作品を大幅に展示替えしながら一
望できる。

※新型コロナウイルスの推移により、各種催事が変更／中止される場合があります。ご留意ください。

と　き／４月18日（土）～６月14日（日）10：00AM～６：00PM
ところ／京都市京セラ美術館
　　　　

京都市京セラ美術館開館記念展「京都の美術 250年の夢」
第１部 江戸から明治へ：近代への飛躍

曽我蕭白「群仙図屏風」（重文）1764年（文化庁蔵）（前期展示）

与謝蕪村「鳶・烏図」（重文）
江戸時代（北村美術館蔵）

前期展示

浅井忠「収穫」（重文）1890年
（東京藝術大学蔵）

田村宗立
「加代の像」
1879年頃

（倉敷山田コレ
クション蔵）

安井曾太郎「孔雀と女」
1914年（京都国立近代美術館蔵）

青木木米「染付龍濤文提重」（重文）
江戸時代（東京国立博物館蔵）

→6/14
→6/21

→5/17

→9/6

三条御倉町・大橋家の歴史と美術 生誕140周年 津田青楓と京都
雛祭り（雛人形名品展） 京の翠とわざの粋－緑釉陶器と緑釉瓦－

京都 園祭　－町衆の情熱・山鉾の風流（ふりゅう）－

2020 京都春季 
日本画 創画展

大月光勲「能面花鏡」 
発刊記念 女面展
第28回 光勲
能面會展

第44回 日本画 
春季光玄展
第14回 京都創造 
藝術協會展

ン
コ
楽
邦

京都 園祭展 
町衆の情熱・山鉾の風流
〈郭巨山・橋弁慶山 実物展示〉

ぶんぱく
アートマルシェ

新収蔵品展 
（水）休館）
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ⁵⁄₁
水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金

京都国立近代美術館
左京区岡崎公園内

761-4111

3F

4F

京 都 国 立 博 物 館
東山区東大路七条西　541-1151

京都市 　　　
京セラ美術館
左京区岡崎公園内
771-4107

本　館

東 山
キューブ

別 館

京都府立
文化芸術会館
河原町府立病院前
222-1046

1F

2F

3F

京都府立堂本印象美術館
北区平野上柳町26　463-0007

企 何必館・京都現代美術館
東 山 区 祇 園 町 北 側　525-1311

企
髙　 島　 屋
下京区河原町四条下ル

221-8811

画　廊

グランド
ホール

企
大　　　 丸
中京区四条高倉
211-8111

画　廊

アート
サロン

ミュー
ジアム

企 中 信 美 術 館
上京区下立売油小路東入 　417-2323

企 並河靖之七宝記念館
三条通北裏白川筋東　752-3277

企 美術館「えき」KYOTO
J R京都伊勢丹７F　352-1111

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ⁵⁄₁
水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金

貸 企 アートギャラリー博宝堂
左京区岡崎神宮道東側　771-9401

貸 企 アートギャラリー鵬休堂
東山区東山五条上ル西入ル　541-3805

貸 企 アートスペース繁
左京区北白川追分町1-8　080-5711-7431

貸 企 Art Spece MEISEI
中京区寺町竹屋町上ル　744-0122

貸 アートスペース柚（ゆう）
東山区二条通東山西入　090-6916-5353

貸 企 綾小路ギャラリー武
下京区綾小路高倉東入ル　351-4787

貸 芸 艸 堂 画 廊
中京区寺町二条下ル　231-3613

企 絵 草 子
東山区新門前通東山西　551-9137

企 貸 延寿堂ギャラリーソフォラ
中京区二条寺町東入　211-5552

企　　　　　　：企画および常設を中心に活動する画廊　 貸　　　　　　：貸画廊

→5/10
→5/10

→5/31

→6/14

→6/21

→5/3

→6/14

→5/19

→5/5

→5/5

→5/11

→5/5

→5/5

→5/17

→7/19

→5/10

→5/10

→5/5

チェコ・デザイン　100年の旅

ポーランドの映画ポスター／生誕130年記念山口八九子／画中の模様／ヨーロッパの工芸

西国三十三所 草創1300年記念 特別展 
聖地をたずねて－西国三十三所の信仰と至宝－

最初の一歩： 　　 
コレクションの原点
４月４日と５日の
限定展示です。　

開館記念展「京都の美術 250年の夢」　
第１部 江戸から明治へ：近代への飛躍

第69回 京都
染色美術展

日本博 特別展 京みやこの国宝 
－守り伝える日本のたから－

隋風会創立35周年展 第53回新創美術展 第22回 京都 
墨彩画壇展

京都市京セラ美術館開館記念展　杉本博司 瑠璃の浄土

第74回 文人展 第12回 K２展 第26回 野のはな書展

自由美術協会 
京都作家展 38回 染翔会展（染織）

京都二紀展（洋画）

第44回 Q人の作品展 
（洋画）

念々会
書展

又玄社 
水墨展

第52回 墨人関西展 
（書）

ヌフ展～京都芸大OB
仲間～（美工総合）

「椿、咲き誇る」～椿を描いた名品たち～

マルティーヌ・フランク写真展（会期はお問い合わせ下さい）

新里明士展～光器を中心に～
（陶芸） 和田的　陶展

重岡良子展－刻の雫－ 
（日本画）

還暦記念　京団扇 
十代 饗庭 長兵衛展

千々岩 修 展 
－いろは－
（日本画）

大野俊明 挿絵原画展
髙樹 のぶ子著「小説 伊勢物語 豪平」から

襲名記念 
五代　西村德泉　茶陶展 滝口和男　展（陶芸） 辻村　塊

陶展

アニメサザエさんとともに50年 
－エイケン制作 アニメーションの世界－

～珊瑚彫刻の魅力～ 
コーラルアート展 高橋行雄　絵画展 八木佑介　日本画展 

午前二時
時を越えて光り輝く 
魅惑のジュエリー絵画展

初夏の 
茶道具特集

竹林 柚宇子日本画展 山口賛治油彩画展 吉田 緑　油絵展 マエストロ貴古　作陶展 喫茶去
～お茶を一服～

休館中

休館中 春季特別展「光輝ある並河七宝」

ニューヨークが生んだ伝説の写真家 
永遠のソール・ライター（会期中無休）

ダニエル ケリー 
展 常設展 手作りアート

マルシェ
逸見亞古 
銅版画作品展

常設展（北側店舗）

絵画販売（貸画廊受付中） ピカソの銅版画展

MEISEI 日本画展－春興－
足立昌之・井手本 貴子・梶岡百江・河本万里子・武田修二郎・
鳥山武弘・中尾博恵・長谷川 雅也・藤原裕之・松井周子・

吉岡佐知（月曜休廊）

水谷進一　日本画展 安田知司 展 
油絵

鈴木春生　素描展（月曜定休）
（スケッチ・デザイン）

こじまゆういち展 揺 滾社墨彩画展 

木版画常設展（貸画廊受付中）

浮世絵・新版画などの常設展

杉江智 クリスタルガラスの器 展
（木曜定休） 営業日不定期の為、ご来店前にお電話にてご確認ください（木曜定休）
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〔今月の展覧会より〕

　現代木口木版画を代表するベテラン作家、齋藤修（1946年島根県生まれ、京都府在住、日本
版画協会会員）。40年にわたって、明滅する宇宙と水晶の生長を主題にした深遠な時空世界を、
大きな椿の木口の自然のままの形の中に細密に彫り刻んできた。
　本個展では、ここ数年で12点を制作した「Neverland “Chaos”」シリーズを一堂に展示する。
その他表装仕立ての花々の図、京都を主題にしたシリーズ、青の水干絵具による絵画など合計
約30点を発表。

〈作者の言葉〉
　「宇宙の像を彫り続けてきた。宇宙は人間の世界とはまるでちがっている。それは人間の想
像など超越した世界であるにちがいない。だから私の彫る宇宙は、私が勝手に空想した、私だ
けの宇宙の姿なのだろう。一方、水晶のように、掌の上にのるような小さな宇宙にも魅せられ
る。花や虫などの生き物の姿もそうだ。自然が
つくりあげるこれら突拍子もない形態に、私は
ずっと憧れてきた。科学が自然の驚異を解き明
かす今日でもなお、その途方もない時間と空間
のスケールは、神秘そのものである。それは壮
大なカオスの世界だ。」

齋藤修木口木版画展
　　　　　　「宇宙へ…III “Chaos”」

と　き／４月10日（金）～４月26日（日）１：00PM～７：00PM
ところ／ギャルリー宮脇（月曜休廊）
　　　　京都市中京区寺町通二条上ル東側　☎075-231-2321

　山口八
はち

九
く

子
し

（本名直信。別号少遊、三樹洞など）は1890（明治23）年京都市に生まれた。 
京都市立美術工芸学校（美工）絵画科を卒業し京都市立絵画専門学校本科に進学、1912（明
治45）年に同校を卒業。同級に榊原苔山、人見少華、不動立山、森谷南人子（美工のみ）ら
がいた。
　両校で学んだ円山・四条派風の作画を続ける一方で、美学教師であった子規派の俳人・中
川四明（重麗）の影響で句作を始めて俳誌『懸葵』に句と共に挿絵を投稿、大正９（1920）
年には『ホトトギス』の表紙絵を担当するなど俳画家として知られるようになった。1919 
（大正８）年恋人を追って長崎に行き、初めて目にする自然風景に感銘を受けた八九子は、
自然の真実相を把握したいと願い、各地を旅して描くようになる。その成果は早速、翌年の
第３回帝展に《浜木綿》が入選、また同年設立されたばかりの日本南画院展に《雲仙湯煙》
が初入選するという形で現れた。1922（大正11年）頃中国文学者の青木正児らと結成した考
槃社で富岡鉄斎の講演を聞き、その作品や中国人作家の作品に触れた八九子は以後両展へ、
更に南画傾向を深めた独自の作品を出品して日本南画院同人となるなど活躍、将来を期待さ
れる存在となった。しかし1933（昭和８）年に結核のため42歳の若さで亡くなった。
　今年は八九子生誕から130年にあたる。それを記念した本特集
陳列では、日本南画院で同時に同人となった水越松南、『ホトト
ギス』の表紙画で知られる小川芋銭や平福百穂、1923（大正12）
年共に中国を旅した橋本関雪、同時代、京都で俳画家として知ら
れていた冨田溪仙、考槃社で影響を受けた富岡鉄斎、同社で一緒
だった近藤浩一路、そして母校の6級下で八九子の画を好み、遺
作展を斡旋した福田平八郎など、八九子と関係の深かった日本画
家達たちの作品と併せて、京近美が所蔵する山口八九子の全本画
を展示し、その短い画業を振り返る。

生誕130年記念 山口八九子
と　き／３月４日（水）～５月10日（日）９：30AM～５：00PM
ところ／京都国立近代美術館４Fコレクションルーム
　　　　京都市左京区岡崎公園内　☎761-4111

「Neverland “Chaos” Ⅴ」
33×33.5cm（2018）

「Neverland “Chaos” Ⅲ」
30.5×23cm（2017）

「Neverland “Chaos” Ⅸ」
38.5×33.5cm（2019）

山口八九子「月夜」1931年
第12回帝展

山口八九子「牡丹図」1922年第４回帝展
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〔今月の展覧会より〕

　德竹秀美さんは、有機的な造形作品や器を制作されます。
　瀬戸とオーストラリアで陶芸を学ばれた德竹さんは、愛知県に工房を構える現在も、中国やアメリカなどで滞在制作を
されます。その作風は多種多様な技術や文化、体験を重ねて変化を続けてきました。その中で最も大きい要素の一つは、
オーストラリアで初めて目の当たりにした、大地や植物などの独自の自然で、現在の手びねり成形の造形作品に大きく影
響しています。
　本展では、渡航前の旧作から最新作までを一堂に展覧することにより、その変遷をたどります。様々な経験のもと生ま
れた德竹さんの作品の世界をお楽しみくださいませ。

德竹秀美（とくたけ・ひでみ）陶歴
1999　愛知県瀬戸窯業高校 専攻科陶芸学科　修了
2001　豊田美術展　市長賞
2011　オーストラリア国立芸術学校 大学院 陶芸学科修了
2012　スカルプチャー・バイ・ザ・シー／シドニー入選
　　　（’14 ’16）
個展・グループ展など多数　国際陶芸アカデミー（IAC）会員
パブリックコレクション
ダブリン美術館（アイルランド）　新北市立鶯歌陶瓷博物館（台湾）
リンタオ美術館（中国）

ギャラリー胡々湾
　Gallery Kokowan
所 在 地：〒605－0033　京都市東山区神宮道三条上ル夷町155-４
電　　話： 090-8367-1460　　　　 Ｕ Ｒ Ｌ： https://g-kokowan.com/
E -ma i l：g.kokowan@gmail.com　代 表 者：竹見公仁子
画廊区分：企画、貸画廊
営業時間：11時～18時（20時までの延長あり）
定 休 日：月曜日
貸 料 金： 90,000円（ギャラリー１、６日間学生割引有り）

　ギャラリーを一歩出ると、右手に平安神宮の大鳥居と応天門、左手には青蓮
院、知恩院へと続く坂道が見えます。“あーとぺーじ唯心”様の大きな円窓をそ
のまま引継ぎ、奥に和の空間も取り入れて、2019年7月にオープンいたしました。
どうぞ、よろしくお願いいたします。
　年に数回開催の企画展、“この一枚を”展では、テーマに沿った作品を展示さ
せていただいています。ほかに、水彩画、水墨画、色鉛筆画、イラスト、フラ
ワーアレンジメント、民芸の流れをくむ陶器、チェアリストの木製の椅子、能面、
ワイヤークラフトなどを展示させていただきました。ワークショップや落語をな
さったこともあります。また、インスタグラム 
“ギャラリー胡々湾”では、展示中の作品や 
ご近所の情報も紹介していますので、ご覧くだ
さい。
　多くの方に気軽に立ち寄っていただける場、
作品や展示物を見にいらした方々とも交流して
いただける場になれば理想的です。

〔新入会画廊紹介〕

德竹秀美 陶展
～ひろくてせまい、ひとつ空のした～

と　き／４月17日（金）～29日（水）10：00AM～６：00PM
ところ／京都陶磁器会館（木曜日休館）
　　　　京都市東山区東山五条上ル　☎075-541-1102

「しずくの音」

画廊の正面

画廊内から神宮道を望む

ギャラリー２
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ⁵⁄₁
水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金

企 御 池 画 廊
北区小山北上総町20-2　492-3083

企 カ ギ ム ラ 画 廊
中京区河原町四条上ル東入　221-2996

企 貸 画 廊 後 素 堂
中京区新町丸太町下ル　231-0938

企 画 廊 た づ
東山区神宮道三条西入ル　771-8225

貸 ぎおんギャラリー八坂
東山区祇園町南側　525-1717

貸 企 喜聞堂アートスペース余花庵
中京区寺町通御池上ル　212-9793

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 梧 桐
左京区岡崎南御所町40　090-7849-6944

貸 企 ギ ャ ラ リ ー M
中京区蛸薬師高倉西　221-0979

企 貸 ギャラリーかもがわ
上京区堀川出水西入　432-3558

貸 ギャラリー祇園小舎
東山区四条通縄手東入　551-3828

貸 ギャラリー吉象堂
中京区三条柳馬場東　221-3955

貸 企 ギャラリーCreate洛
中京区丸太町通堺町角　708-7898

企 貸 ギ ャ ラ リ ー K
中京区寺町二条下ル西側　255-7518

貸 企 ギャラリー恵風
左京区丸太町東大路東入 771-1011

1F

2F

ギャラリー胡々湾
東山区神宮道三条上ル　090-8367-1460

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ⁵⁄₁
水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金

貸 ギ ャ ラ リ ー 佐 野
中京区寺町蛸薬師西北角　221-2767

企 ギャラリー三条祇園
中京区寺町通御池上ル　221-6401

企 ぎゃらりぃ思文閣
東山区古門前大和大路東入　761-0001

企 ギ ャ ラ リ ー 白 川
東山安井東一筋目南　532-2616

貸 ギ ャ ラ リ ー 翔
左京区北山通下鴨中通東　724-8154

貸 企 ギ ャ ラ リ ー 16
東山区三条通白川橋西入上ル　751-9238

貸 ギャラリー Space 妙
左京区松ヶ崎堀町1-1　090-6605-0656

企 ギ ャ ラ リ ー 創
中京区河原町御池上ル　251-0522

企 貸 ギャラリー TAJIRO
東山区縄手通新橋下ル　0774-27-1733

企 ギャラリー鉄齋堂
東山区新門前東山西　531-6164

貸 ギャラリー富小路
下京区富小路綾小路下ル　090-7095-0576

企 ギャラリーなかむら
中京区姉小路河原町東　231-6632

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 中 井
中京区木屋町三条上ル　211-1253

企 ギャラリー白梅園
北区北野上白梅町63　461-0427

〘短信〙 京都画廊連合会ニュースの展覧会紹介記事で掲載している作品の画像は、当画廊のホームページ（http://www.kyoto-art.net/）では、  
 すべてカラー図版として掲載しています。どうぞお楽しみください。
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→5/3

→5/3

→5/3

→5/2

→5/3

→5/3

→5/3

→5/10

→5/10

→5/11

→5/3

→5/4

→5/3

洋画・彫刻二作家展 
生駒泰充・藤木康成

洋画／日本画常設展（日祝休廊） 
青木敏郎・伊谷賢蔵・池田遙邨・熊谷守一 他

日本画・洋画常設展

貸画廊受付中

日本画常設展（日・祝 休廊）

たま　春の新作
シルバーアクセサリー展 

安部和美

洋服とアクセサリー展 
廣瀬光美

情熱の画家安 
食 洋絵画展

染め彩々
（手描ローケツ染）
藍染展 越智由利

吉島伸一 
本家鍋島緞通展示会 書　中川聖久の世界－歌－

常設展

桜の京を描く展 
松本祐佳

春旅を描く（ドバイ・パリ・ニース） 
松本祐佳

貸ギャラリー受付中

ランディ・ソシエ
テ展

第28回 
染と織
in祇園

ボタニカルアート
作品展

第５回 グループあい 
裸婦クロッキー展

中浜稔 
猫の墨絵自選

展

グループ洛彩展 宮本絵画教室 
作品展 青美春季展

山尾 才 展
～薫風の叙情～
（洋画）

島田理恵展（日本画）
増田力也展（洋画） 大西正視・退職記念展 

（水彩画）
  六田和子・ 
  貴之 二人展
（洋画・立体）石母田ななみ展（立体）

吉川博人　絵画展　～彩彩（いろいろ）芸舞妓～

長谷治郎展（平面） 川畑 太 展（平面） 桜井貞夫展（銅版画）（月曜休廊） 川端千絵展
（木版画）

山田修市展（平面）（月曜休廊） 安藤真司 展（銅版画）（月曜休廊） 川村紗耶佳展 
（木版画）

Cherish　～夢中に追いつづけて～（月曜休廊） 
絵画・ガラス・陶器・染色・木工・写真・和紙

山本 みつる 展 日本画三人展

常設展

舟越 桂 版画コレクション展

ART exhibition 
of Australia and 
Japan（絵画）

第６回アトリエ喜心 
絵画教室作品展 オルゴールと木工展 大内 夫妻 絵画二人展 

（銅版画・ペン画）
絵画等４人展 
（絵画・彫刻）

臨時休廊
Discover Japan ？ 

庄司 達・コピーによる作品1972 
（月曜休廊）

※ 社会事情により変更
の場合もあります。

貸ギャラリー受付中 Collection 渡邉順子展（平面）

洋画・日本画・古書画常設展

貸ギャラリー受付中

近代絵画作品展（４/６、４/９、４/18、４/19　休廊） 常設展（４/28、 
４/29、４/30休廊）

Philippe Brame写真展 
“Stones,trees and other secrets”

神内康年展（陶芸） 
（月曜休廊）

Concertino ３人展
芥川清（渓水窯、陶芸） 

芥川けい子（K-sui工房、陶芸）
渡辺トモコ（木、銅版画）

今村行子（日本画） 樫田明夫展 海老ヶ瀬 保 展 新しい国産絹
塩野屋展

白崎信子作品展
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 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ⁵⁄₁
水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金

貸 企 ギャラリーヒルゲート
中京区寺町三条上ル 231-3702

1F

2F

企 ギャラリー美楽堂
東山区神宮道三条上ル　761-9710

貸 企
ギャラリーマロニエ
河原町四条上ル東側

221-0117

3F

4F

5F

貸 ギャラリーみすや
中京区三条河原町西入　211-5997

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 唯
左京区岡崎神宮道東側　752-0348

企 ギャラリー洛中洛外
山科区清水焼団地内　595-5450

企 貸 ギ ャ ラ リ ー 龍 馬
河原町三条下ル東入　211-7700

企 ギャルリー正観堂
東山区切通新門前上ル　533-4110

企 ギ ャ ル リ ー 宮 脇
中京区寺町二条上ル　231-2321

企 貸 ギャルリー百音（もね）
左京区岡崎神宮道東側　708-2138

企 現 代 美 術　 艸 居
東山区門前大和大路東入　746-4456

貸 企 京 都 ギ ャ ラ リ ー
中京区烏丸通錦上ル東側9F　257-5435

企 京都芸大ギャラリーアクア
中京区御池通堀川東入　253-1509

 日
 会　場 曜

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 ⁵⁄₁
水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 水 木 金 土 ㊐ 月 火 ㊌ 木 金

企 京都芸術センター
中京区室町蛸薬師下ル　213-1000

企 京都市学校歴史博物館
下京区御幸町通仏光寺下ル　344-1305

貸 企 京都写真美術館
東山区神宮道三条上ル　746-2931

1F
「月」

1F
「雪」

2F
「花」

企 京都陶磁器会館
東山区東大路五条上ル　541-1102

1F

2F

貸 企 京都万華鏡ミュージアムアートスペース
中京区姉小路東洞院東入　254-7902

貸 企 堺 町 画 廊
中京区堺町御池下ル　213-3636

貸 里 見 有 清 堂
中京区堺町三条上ル　221-5423

企 蔵 丘 洞 画 廊
中京区御池寺町東入　255-2232

企 大 雅 堂
東大路通祗園上ル　541-7388

企 梅 軒 画 廊
中京区烏丸四条上ル　221-3510

企 貸 ポルタギャラリー華
下京区京都駅前地下街　365-7533

企 星 野 画 廊
東山区神宮道三条上ル　771-3670

企 松 本 松 栄 堂
中京区寺町夷川上ル　212-0626

企 村 田 画 廊
左京区松ヶ崎泉川町18-4　703-8960

発行：京都画廊連合会　京都市中京区高倉三条上ル　京都府京都文化博物館内（☎222－0895）http://www.kyoto-art.net/
〔京都画廊連合会ニュースの購読予約受付中〕１年間￥2,000円です。毎月末にお手許に届けられます。申込みは星野画廊（☎771－3670）まで振込用紙をご請求ください。

→5/10
→5/3

→5/3

→5/3

→5/17

→5/16

→5/17

→5/17

→5/3

→5/3

→5/11

→5/10

近藤慧子展
（アクリル・二紀会 会員） 大杉真司舞妓展（油彩） 冷水隆治展 

「唯識」と「京町家」 
（アクリル）

桜井絵月展
（インスタレーション）

赤松玉女展
（アクリル他）

若林静香 展
（日本画） 石田 千恵子展（染色） 大西正彦展（写真）

薮田正弘展（写真）
京都芸大油画
ゆかりの作家たち

日本画常設展

𠮷田 佐和子（版画）（月曜休廊）
山岡 多美子（写真） シマヅ ヨウ（彫刻） ピンホール写真芸術学会（月曜休廊）

高須英代（型染） 岡田 露愁（平面）（月曜休廊）

わたしの絵展 加藤典子展 藤井展

松永恵子 墨彩展 笠井季美展　心の彩 美しき小物たち（月曜休廊） 
比内芳子　小林 美佐子

工藤和彦 
うつわ展

陶芸作品常設展

“龍馬と酢屋”常設展（水曜休廊　ただし4/29（水）は開廊）

常設展（水曜休廊） 常設展（水曜休廊）

斎藤修木口木版画展「宇宙へ…Ⅲ“Chaos” 
１：00PM～７：00PM（月曜休廊）

アンティークマイセン or 西洋美術　春のお茶道具 処分市 
（月曜休廊）

栗本夏樹・笹井史恵・井川健　漆造形三人展
（日・月休廊）

貸ギャラリー受付中

京芸 transmit program 2020（月曜休館）

つながりの方程式

京都府画学校への道 
（水曜休館） 常設展示（水曜休館）

佐藤純
《PAPER WORKS》 榎本敏雄 写真展《薄明の櫻》

青木弘
《樹平線～中央 
アフリカの宇宙》早坂 卓　写真展

《夢幻月》
田中昭二

《BLOSSOM IN NIRVANA》 三田崇博写真展《絹道遺産》 LOVE-CO
写真展

「※臨時休館の可能性有　H.Pでご確認下さい。
http://kyototoujikikaikan.or.jp/」

柴田良三 陶展 ～青に刻む～（木曜定休）

德竹秀美 陶展 ～ひろくてせまい、ひとつ空のした～

ほりほり♪てんてん♪
有彫展

透明水彩デッサン 
 ４人展

あすなろ会
押花アート展 洋々会

４月９日：馬頭琴ライブ TACO の 
日常着

パレスチナアマル展
（延期可能性あり）

貸画廊受付中

移転準備期間（営業は御予約の方のみ） 
（日曜休廊）

移転の為
閉廊

常設展

常設展

張 義明　陶展 天空 ～heavens～ 新鋭女流作家 ～象をひらく～
日本画四人展
井上美紀／小田賢／ 
落合浩子／鳥山武弘

明治・大正・昭和名作発掘品（日・月休廊）

新・古書画常設展

村田茂樹が見つめたもの－写生－
（会期中無休） 常設展（火曜日・祝休日　休廊）


